
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  期限後に提出した中間申告書 

Ｑ：中間申告書の提出をうっかりしていた

ら期限後になってしまいました。どのように

扱われますか？ 

 

Ａ：予定申告書の提出があったものとみな

されます。 

【解説】 

会社は、事業年度開始の日以後６ヶ月を経

過した日から２ヶ月以内に税務署長に対して

中間申告書を提出しなければなりません。 

中間申告には次の２つの方法があり、①を

原則としますが、②によることも認められて

います。 

①  前事業年度の法人税額を基礎として中間

申告書を提出する方法(予定申告書といい

ます)。ただし、納付すべき法人税額が10

万円以下の場合は、中間申告書の提出は不

要です。 

②  仮決算をして中間申告書を提出する方法

この方法は、事業年度開始の日から６ヶ月

間を１事業年度とみなして仮決算を行い、

その期間の所得金額及び法人税額を計算

して中間申告書を提出するものですが、こ

の場合は、①と違い、納付すべき税額が10

万円以下であっても中間申告書を提出し

なければなりません。 

なお、中間申告書を提出しなければならな

い会社が①又は②の中間申告書を提出しなか

った場合は、提出期限に①の予定申告書の提

出があったものとみなされることとなってい

ますので、お尋ねの場合は、予定申告書が提

出されたものとして取り扱われます。 
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